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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 平成 23/24 年産さとうきび生産農家緊急支援資金の創設   

ＪＡ名 ＪＡおきなわ（沖縄県） 

１ 動機 

（経緯） 

 平成 23 年度に相継いだ台風被害、イネヨトウ等の害虫および冷害等、気象変化

の影響により、本県基幹作物であるさとうきびが大幅な減産となりました。それ

に伴い、経営の維持･安定に支障をきたしたさとうきび農家を支援する目的で、当

資金を創設いたしました。 

２ 概要  資金概要は以下のとおりです。 

【商 品 名】 平成 23/24 年産さとうきび生産農家緊急支援資金 

【資 金 使 途】 農業経営の維持・安定に必要な資金 

【貸付限度額】 ①平成 22/23 年産と平成 23/24 年産のさとうきび年度の販売額

         の差額又は 300 万円のいずれか少ない額 

        ②新規就農者および作付面積拡大・縮小した農家については、

平成 23/24 年期の販売計画に基づく販売額と平成 23/24 年期

のさとうきび年度の販売額の差額又は 300 万円のいずれか少

ない額 

【貸 出 期 間】 ５年以内（うち据置期間１年以内） 

【金 利】 ＪＡ所定利率（固定金利） 

【担保・保証】 担保・保証人は原則不要 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年４月２４日より取り扱いを開始し、平成２５年３月末時点で 

２９７件、２６７，８８０千円の貸出実績となっております。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も、災害等により被害を受けた農家組合員の経営安定化に向け、緊急支援

資金の創設等の取組みを行い、支援して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


